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執筆者等一覧  (本報告書全体版作成に携わった者、50 音順) 

 
 
 
北極環境研究長期構想作成ワーキンググループ (2013 年 2 月～ ) 

池 田 元 美 (北海道大学) 

伊 勢 武 史 (京都大学) 

大 畑 哲 夫 (海洋研究開発機構／国立極地研究所) 

川合美千代 (東京海洋大学) 

兒 玉 裕 二 (国立極地研究所) 

杉 山  慎 (北海道大学) 

藤 井 理 行 (総合研究大学院大学／国立極地研究所) 

山 内  恭 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 

吉 田 龍 平 (東北大学) 

吉 森 正 和 (北海道大学) 

渡 邉 英 嗣 (海洋研究開発機構) 

 

 

 

 

執筆者、査読者  

1～4 章、10 章 

北極環境研究長期構想作成ワーキンググループ  

 

5～8 章 

テーマ 1： 地球温暖化の北極域増幅 

代表 青木輝夫  副代表 阿部彩子、榎本浩之、吉森正和  
青 木 一 真 (富山大学)  
青 木 輝 夫 (気象庁気象研究所) 
阿 部 彩 子 (東京大学) 
阿 部  学 (海洋研究開発機構) 
池 田 元 美 (北海道大学)  
石 井 正 好 (気象庁気象研究所) 
猪 上  淳 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
榎 本 浩 之 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
大 石 龍 太 (国立極地研究所／東京大学) 
岡 本  創 (九州大学) 
小 川 泰 信 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
小 端 拓 郎 (ベルン大学)  
小 室 芳 樹 (海洋研究開発機構) 
坂野井和代 (駒澤大学)  
佐 藤 正 樹 (東京大学) 
塩 原 匡 貴 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 

鈴 木 力 英 (海洋研究開発機構) 
須 股  浩 (アルフレッドウェゲナー研究所) 
竹 村 俊 彦 (九州大学) 
冨 川 喜 弘 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
羽 角 博 康 (東京大学) 
廣 田 渚 郎 (国立極地研究所／東京大学)  
藤 原  均 (成蹊大学) 
堀  正 岳 (海洋研究開発機構) 
本 田 明 治 (新潟大学) 
三 好 勉 信 (九州大学) 
山 崎 孝 治 (国立極地研究所／北海道大学)  
山 内  恭 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
芳 村  圭 (東京大学) 
吉 森 正 和 (北海道大学) 
渡 部 雅 浩 (東京大学) 

 
査読 藤井理行  (総合研究大学院大学／国立極地研究所) 
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テーマ 2： 海氷減少のメカニズムと影響 

代表 渡邉英嗣  副代表 大島慶一郎  
池 田 元 美 (北海道大学) 
猪 上  淳 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
大島慶一郎 (北海道大学) 
小 野  純 (国立極地研究所／東京大学) 
川 口 悠 介 (ワシントン大学) 
木 村 詞 明 (国立極地研究所／東京大学) 
田 村 岳 史 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
豊 田 隆 寛 (気象庁気象研究所) 

豊 田 威 信 (北海道大学) 
西 岡  純 (北海道大学) 
二 橋 創 平 (苫小牧工業高等専門学校) 
野 村 大 樹 (北海道大学) 
平 野 大 輔 (国立極地研究所) 
溝 端 浩 平 (東京海洋大学) 
渡 邉 英 嗣 (海洋研究開発機構) 

 
査読 菊地 隆  (海洋研究開発機構) 

羽角博康  (東京大学 ) 
 

テーマ 3： 物質循環と生態系変化 

代表 鈴木力英  副代表 原田尚美  
青 木 周 司 (東北大学) 
石 川  守 (北海道大学) 
伊 勢 武 史 (京都大学) 
内 田 雅 己 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
大 石 龍 太 (国立極地研究所／東京大学)  
大 畑 哲 夫 (海洋研究開発機構／国立極地研究所) 
川合美千代 (東京海洋大学) 
久 万 健 志 (北海道大学)  
小 島  覚 (北方生態環境研究学房)  
斉 藤 和 之 (海洋研究開発機構) 
三 瓶  真 (広島大学)  
杉 本 敦 子 (北海道大学)  
鈴 木 力 英 (海洋研究開発機構)  
知 北 和 久 (北海道大学)  

永 田  俊 (東京大学) 
西 岡  純 (北海道大学)  
西 野 茂 人 (海洋研究開発機構) 
原 田 尚 美 (海洋研究開発機構) 
朴  昊 澤 (海洋研究開発機構) 
早 坂 洋 史 (北海道大学)  
原 圭 一 郎 (福岡大学) 
原 登 志 彦 (北海道大学)  
平 譯  享 (北海道大学)  
松浦陽次郎 (森林総合研究所) 
松 岡  敦 (ラヴァル大学) 
森 下 智 陽 (森林総合研究所)  
山 内  恭 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
渡 邊  豊 (北海道大学) 

査読 三枝信子  (国立環境研究所 ) 
佐々木洋  (石巻専修大学 ) 

 
テーマ 4：氷床・氷河、凍土、降積雪、水循環 

代表 飯島慈裕  副代表 杉山   慎  
青 木 輝 夫 (気象庁気象研究所) 
東 久 美 子 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
阿 部 彩 子 (東京大学) 
飯 島 慈 裕 (海洋研究開発機構) 
石 川  守 (北海道大学) 
岩 花  剛 (アラスカ大学) 
榎 本 浩 之 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
大 島 和 裕 (海洋研究開発機構) 
太 田 岳 史 (名古屋大学) 
大 畑 哲 夫 (海洋研究開発機構／国立極地研究所) 
金 尾 政 紀 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
川合美千代 (東京海洋大学) 
川 村 賢 二 (国立極地研究所／総合研究大学院大学／ 

海洋研究開発機構) 

齋 藤 冬 樹 (海洋研究開発機構) 
末 吉 哲 雄 (国立極地研究所／海洋研究開発機構) 
杉浦幸之助 (富山大学) 
杉 山  慎 (北海道大学) 
鈴 木 和 良 (海洋研究開発機構) 
竹 内  望 (千葉大学) 
坪 井 誠 司 (海洋研究開発機構) 
朴  昊 澤 (海洋研究開発機構) 
平 沢 尚 彦 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
藤 井 理 行 (総合研究大学院大学／国立極地研究所) 
的 場 澄 人 (北海道大学) 
山 崎  剛 (東北大学) 
芳 村  圭 (東京大学) 
  

査読 高橋修平  (北見工業大学) 
檜山哲哉  (名古屋大学) 
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テーマ 5： 北極・全球相互作用 

代表 高谷康太郎  副代表 高田久美子  
池 田 元 美 (北海道大学) 
猪 上  淳 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
浮 田 甚 郎 (新潟大学) 
小 川 泰 信 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
坂野井和代 (駒澤大学) 
鈴 木 力 英 (海洋研究開発機構) 
高田久美子 (国立極地研究所／国立環境研究所) 
高谷康太郎 (京都産業大学) 
立 花 義 裕 (三重大学) 
田 中  博 (筑波大学) 
冨 川 喜 弘 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
豊 田 隆 寛 (気象庁気象研究所) 

中 村  尚 (東京大学) 
羽 角 博 康 (東京大学) 
廣 田 渚 郎 (国立極地研究所／東京大学) 
藤 原  均 (成蹊大学) 
堀  正 岳 (海洋研究開発機構) 
本 田 明 治 (新潟大学) 
溝 端 浩 平 (東京海洋大学) 
三 好 勉 信 (九州大学) 
山 崎 孝 治 (国立極地研究所／北海道大学) 
吉 田 龍 平 (東北大学) 
渡 部 雅 浩 (東京大学) 

 
査読 市井和仁  (海洋研究開発機構) 

江尻 省  (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
川村隆一  (九州大学) 
菊地 隆  (海洋研究開発機構) 

 
 
テーマ 6：古環境から探る北極環境の将来 

代表 川村賢二  副代表 山本正伸、芳村   圭   
東 久 美 子 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
阿 部 彩 子 (東京大学) 
飯 塚 芳 徳 (北海道大学) 
岩 花  剛 (アラスカ大学) 
植 村  立 (琉球大学) 
大 石 龍 太 (国立極地研究所／東京大学) 
奥 野 淳 一 (国立極地研究所／海洋研究開発機構) 
川 村 賢 二 (国立極地研究所／総合研究大学院大学／ 

海洋研究開発機構) 
小 端 拓 郎 (ベルン大学) 
齋 藤 冬 樹 (海洋研究開発機構) 

末 吉 哲 雄 (国立極地研究所／海洋研究開発機構) 
菅 沼 悠 介 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
関 宰 (北海道大学) 
原 田 尚 美 (海洋研究開発機構) 
藤 井 理 行 (総合研究大学院大学／国立極地研究所) 
的 場 澄 人 (北海道大学) 
三 浦 英 樹 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
山 本 正 伸 (北海道大学) 
芳 村   圭 (東京大学) 
吉 森 正 和 (北海道大学) 

 
査読 高橋孝三  (北星学園大学) 

堀内一穂  (弘前大学) 
 
 
テーマ 7： 北極環境変化の社会への影響 

代表 池田元美  副代表 高倉浩樹  
荒木田葉月 (理化学研究所) 
池 田 元 美 (北海道大学) 
大 塚 雄 一 (名古屋大学) 
齋 藤 誠 一 (北海道大学) 
佐 藤 篤 司 (防災科学技術研究所) 
高 倉 浩 樹 (東北大学) 

立 澤 史 郎 (北海道大学) 
坪 井 誠 司 (海洋研究開発機構) 
早 坂 洋 史 (北海道大学) 
松村寛一郎 (関西学院大学) 
三 好 由 純 (名古屋大学) 
山 口  一 (東京大学) 

査読 岸上伸啓  (国立民族学博物館) 
北川弘光  (海洋政策研究財団) 
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テーマ 8：陸域生態系と生物多様性への影響 

代表 原登志彦  副代表 伊勢武史  
荒木田葉月 (理化学研究所) 
伊 勢 武 史 (京都大学) 
大 畑 哲 夫 (海洋研究開発機構／国立極地研究所) 
小 島  覚 (北方生態環境研究学房) 
鈴 木 力 英 (海洋研究開発機構) 
高 橋 英 樹 (北海道大学) 
立 澤 史 郎 (北海道大学) 

露 崎 史 朗 (北海道大学) 
羽 島 知 洋 (海洋研究開発機構) 
早 坂 洋 史 (北海道大学) 
原 登 志 彦 (北海道大学) 
原 口  昭 (北九州市立大学) 
吉 田 龍 平 (東北大学) 

 
査読 藤巻裕蔵  (帯広畜産大学) 

 
 
テーマ 9：海洋生態系と生物多様性への影響 

代表 平譯 享   副代表 綿貫 豊  
飯 田 高 大 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
池 田 元 美 (北海道大学) 
内宮万里央 (国立極地研究所／東京大学) 
小野寺丈尚太郎 (海洋研究開発機構) 
帰 山 雅 秀 (北海道大学) 
川合美千代 (東京海洋大学) 
齋 藤 誠 一 (北海道大学) 

三 瓶  真 (広島大学) 

服 部  寛 (東海大学) 

平 譯  享 (北海道大学) 
松 野 孝 平 (国立極地研究所／北海道大学) 
山 口  篤 (北海道大学) 
綿 貫  豊 (北海道大学) 

 

査読 原田尚美  (海洋研究開発機構) 
三谷曜子  (北海道大学) 

 
 
テーマ 10： ジオスペース環境 

代表 小川泰信  副代表 冨川喜弘  
大 塚 雄 一 (名古屋大学) 
小 川 泰 信 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
坂 野 井 和 代 (駒澤大学) 
塩 川 和 夫 (名古屋大学) 
冨 川 喜 弘 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 

野 澤 悟 徳 (名古屋大学) 
藤 田  茂 (気象庁気象大学校) 
藤 原  均 (成蹊大学) 
三 好 勉 信 (九州大学) 
三 好 由 純 (名古屋大学) 

査読 中村卓司  (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
細川敬祐  (電気通信大学) 

 
 
テーマ 11： 表層環境変動と固体地球の相互作用 

代表 野木義史  副代表 三浦英樹  
奥 野 淳 一 (国立極地研究所／海洋研究開発機構) 
川 村 賢 二 (国立極地研究所／総合研究大学院大学／ 

海洋研究開発機構) 
菅 沼 悠 介 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
杉 山  慎 (北海道大学) 

土井浩一郎 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
野 木 義 史 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
藤 井 理 行 (総合研究大学院大学／国立極地研究所) 
外 田 智 千 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
三 浦 英 樹 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 

査読 沖野郷子  (東京大学) 
福田洋一  (京都大学) 
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テーマ 12：永久凍土の成立と変遷過程の基本的理解 

代表 末吉哲雄  副代表 石川 守  
石 川  守 (北海道大学) 
岩 花  剛 (アラスカ大学) 
大 畑 哲 夫 (海洋研究開発機構／国立極地研究所) 
斉 藤 和 之 (海洋研究開発機構) 

末 吉 哲 雄 (国立極地研究所／海洋研究開発機構) 
原田鉱一郎 (宮城大学) 
藤 井 理 行 (総合研究大学院大学／国立極地研究所) 

 
査読 池田 敦  (筑波大学) 

檜山哲哉  (名古屋大学) 
 
 
テーマ A： 持続するシームレスなモニタリング 

代表 山崎 剛   副代表 田村岳史  
青 木 輝 夫 (気象庁気象研究所) 
飯 田 高 大 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
市 井 和 仁 (海洋研究開発機構) 
大島慶一郎 (北海道大学) 
木 村 詞 明 (国立極地研究所／東京大学) 
紺 屋 恵 子 (海洋研究開発機構) 
末 吉 哲 雄 (国立極地研究所／海洋研究開発機構) 
杉 本 敦 子 (北海道大学) 
杉 山  慎 (北海道大学) 
鈴 木 力 英 (海洋研究開発機構) 

田 村 岳 史 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 
豊 田 威 信 (北海道大学) 
二 橋 創 平 (苫小牧工業高等専門学校) 
原 圭 一 郎 (福岡大学) 
原田鉱一郎 (宮城大学) 
藤 井 理 行 (総合研究大学院大学／国立極地研究所) 
溝 端 浩 平 (東京海洋大学) 
森 本 真 司 (東北大学) 
山 崎  剛 (東北大学) 
山 内  恭 (国立極地研究所／総合研究大学院大学) 

査読 太田岳史  (名古屋大学) 
 
 
テーマ B： 複合分野をつなぐ地球システムモデリング 

代表 阿部彩子  副代表 小室芳樹  
阿 部 彩 子 (東京大学) 
池 田 元 美 (北海道大学) 
伊 勢 武 史 (京都大学) 
大 石 龍 太 (国立極地研究所／東京大学) 
小 野  純 (国立極地研究所／東京大学) 
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